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陸奥湾におけるアカガイの漁獲高は年々減少し最近ではごく一部でしか漁業が行充われを く売った｡

青森県では隔年ごとに資源調査を行をってきたが､今回の資源調査はその後のアカガイの分布､資源量

を把握することによって漁業調整上お よび資源の培養を計るための基礎資料を得るために行売った｡

尚調査に当って多大の御協力をいただいた､平内漁協､同清水川支所､横浜漁協各位および調香船の

運航に当られた舟橋晶市氏､舟橋力男氏､′｣＼又三郎氏に対 して深 く謝意を表する｡

調 査 方 法

1. 調査睦期

昭和46年 6月 1日か ら同産 6月7日まで

2.調 査 点

陸奥湾内の共同漁業権漁場を除いた水域の68点 (70点の うち2点調査不能) (第 1図参照)

3. 調査項目とその方法

1)気象､海象調査

測深､測温 (気温､表面水温)､天気､曇量､風向風力､

2)底生生物の採集

アカガイ並びにその他の底生生

物は陸奥湾で普通に用いられてVl～

るアカガイ桁網を使用した｡

結果 お よび考察

1. 気象､海象調査

測 深､測温､天気､曇量､風向風

力については第 4表に示すとか _りで

あった｡一般的に今回の調査では好

天が続いたようであった0

2.生物学的調査

1)アカガイの分布

ここで得 られたアカガイ資源量

-



とは､調査によ_り得 られた漁獲量

を桁網の漁獲効率で除して求めた

もので､桁網で採捕できる了カガ

イのみを対象としている○個体数

分布を琴2図に示したo

今回の調査で最も個体数が多か

ったのは陸奥西湾の.稲生沖水深53

m付近で､前回の調査とだいたい

一致 していた○

陸奥東湾では大湊沖､黒崎沖に

濃密群がみられた｡大湊沖の濃密

群は前回の調査 とだいたい一致 し

ていた｡ また今回の調査では42

年､ 44年の調査で分布が確認さ

れ た陸奥東湾の湾央部での漁獲が

皆無であった｡この事は採捕時に

第 2図 7カガイの個体数分布 (個/ 1,000mgおける諸条件を考慮 したとしても湾央部にお

ける資源がか浸 り減少 しているのではをいか と思われる｡ しか しその原田については採捕､自然減耗等いろいろ考

え られるが､全 く不明である｡2)現存者について過去の調査における資源景推定には

､下記の算式を使用しているo p
-sx-"x去S p-

･-･資源量 (t)S･････

･漁場面積 (K亜S･･････曳網面積 (Kh

N･･････Sに対する嘩 量

の平均値1ヽ_E･･･････桁綱の漁獲効率(漁場面積は漁獲量分布を海図上に描 き

､その分布面積を計測することによb求めた｡)今回もこの算式で陸奥湾のアカガイ資

源量を推定 してみると陸奥東湾 p- 172.5×

陸奥西湾 p-70.2×第 2表 推定資源量の推移 0. 51(

15､ノ 1×0.∩(

1 1 一､0.170.6469､ノ 1×
0.nOl ~~0.17

第 1表 推定資源量漁
獲効率 推定資源量 (t)陸奥東湾 陸奥西

湾10(%) 881 454

17 518 267

20 440 227

25 552 182- 518 (t)であ_り-267 (t)と

売った｡年鑑昭和 38年 昭和 40年 昭和 4 2年

昭和 44年 昭和 46年東 湾 西 湾 東 湾 西 湾 東 湾 西 湾 東 湾

西 湾 東 湾 西 湾漁場面積(岨 594 98 594 110 488 124 594 1



夜か桁網の漁獲効率を17% の他に 10% ､ 20% ､25% を採

用してみると第 1表のように浸った｡

また昭和 38年以降のアカガイ資源調査結果による推定資源量は

第 2表のように売っているo

今年変の資源調査では昭和 44年匿の調査に比べて､か夜b資源

量が少たく推定されたが､第3表に示 したようにアカガイ漁業者の

漁獲状況等か らはむ しろ妥当充資源量と思われる｡

この ように資源量の推定に変動があるのは資源の増減 の ほ か に

調査方法にも問題があカ､す充わち桁網の構造､操業者の技術､曳

網時の潮流､風向､風力､海底の状態､水深､曳綿速度等の諸条件

に大 きく左右される為では充いか と思われる0

3) アカガイ以外の底生生物について

l エゾイシカゲガイについて

桁網で漁獲された底生生物のうち特に有効充資源 と思われ る

ものにエゾイシカゲガイがあった｡個体数分布を第 3図に示 した

資源量は

陸奥東湾では p-3 20･7×

陸奥西湾では p- 214.3×

と浸 り二枚 貝の甲ではホクテガ

イに次ぐ大き桑資源音である尊

が解った○又年令も2- 3年月

が主体で今後この資源の有効的

利用が望まれるo

ii 生 物 群 集

代表的充調査点 20点､およ

び底生生物で全湾的に出現した

代表種 13種についての相関関

係を求めると第4図､第 5図の

ように充_り､一般にアカガイの

生息する地域お よび近接地域で

は調査地点相互の間に正の相関

関係がみ られた｡ しか し陸奥東

湾の浦田沖と陸奥西湾の横浜沖

0. 3523､ノ 1
0.∩(1 1 ~~0.17

0.6∩95‥ 1
0.n nl

第 3表 最近 11ヶ年問の

アカガイ資源の消長

と漁獲状況

(陸奥東湾)

年生 資 源 量 漁 獲

量36 (t)2.164716558890518 59

7(t)37 916

38 565

39 57

04(ー 185

41 85

42

占043 97

44 5145

5046 -

×T÷7≒ 664.6 (t)×甘h ≒ 768 (t)第 3図 エゾイシカ

ゲガイの個体数分布(価/ 1,000m2)では同 じアカガイの濃密地域でもあ

ま_り正の相関関係は認められ充か った○また底生生物 13種問においては､スボヤ､キンコ､エゾヒバ リガイ



●

に住んでいる生物であった｡ ト1)ガイとェゾイシカゲガイについて もか夜.り相関関係が認められ

た○

夜か第 2図のアカガイの分布域と第 3図のエゾイシカグガイの分布域を比戟 してみ ると陸奥東

湾ではお互の濃密群はあま _り一致 してい売高が､陸奥西湾ではほ とん ど一致 している○またこの

場所では トリガイも漁獲されているとこ ろか ら､この付近は泥場に住む二枚貝の良漁場では充い

か と思われる○
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第5図底生生物13種問の相関関係

叉各調査点においてアカガイ桁網で採捕された底生生物の出現百分率 (信頼変 60%) よ.り､

各調査点の優 占種を求め､それを図示す ると第 6図の ように充bアカガイ ･ヒトデ優 占区､ヒ ト

デ優占区､スナヒ トデ優占区､スボヤ優占区､ツガルウニ優 占区､エブイシカゲガイ優 占区､ヒ

トデ ･スナヒ トデ優占区､優 占種をしの 8区域に分け られた｡

これによると大部分がスナヒトデ優占区で､わずかに脇野沢～川内押のみがアカガイ ･ヒトデ

優 占区と浸っている｡

陸奥東湾 と陸奥西湾を比戟 してみると一般的に陸奥東湾の生物相は複雑であ り､陸奥西湾の生

物相は単純であるといえる○

-295-



●

第 6図 各底生



第 4表の1 桁網曳網記鼻と観測結果

調査 調 査 水深 天 風 向 帝 旦 気 温 表面水 曳網方向 曳網面積 漁獲

量/1.009m2地点 月 日 (m) 気 風 力 云 旦 (℃) 温(℃) 時間(

分) (m2) 個 体 数 _%%(9)1 6.5 18 ① A 2 18.5 14.0 S 15 1.440 1.40.7

1.40.7 482.6255.5590_5564.62

8.5 50 ① S E 2 19.0 15.5 S 15

1,4403 6.5 29 (D A 1 19.0 14.0

SSW 15 1.4404 6.2 51 ●N E.1 10

ll.5. 12.0 N E15 1,4405 6.1 52 ●N l 10 9.5 12.0 NNE15 1,4406 6.1 51 ◎N 10 16.0 15.5 NNE 1

5 1,4407 8.5 51 ◎S E 1 7 17.5

15.0 SSW 15 1.4408 6.5 54 ① S E

2 19.5 15.5 S 15 1.4409 6.2 55 ◎N E 10 ll.5 ll.5 N E 15 1,440ln 6.1 56 ◎N 2 10 15.0 15.5 N 15 1,

440ll 6.1 40. ◎N 1 10 18.5 15

.5 N 15 1,44012 6.1 59.5◎N 1 10 18.5 15.5 N 15 1

.44013 6.2 25 ●N E 1 10 ll.8 l

l.5 NNE 15 1,44014 8.2 40 ●N 2

10 10.0 12.0 NNE10 98015 6.1 45 ◎N 1 10 18.0 15.5 NNE 15 1,440

0.70.9 187.5271.516 8.1 40 ◎N 1

10 18.0 15.5 N 15 1,44017 6.7

40 ① W 5 5 12.5 ll.6 W 16 1.515.718 6.2 50 ●N 5 10 10.5 ll.5 NNE

15 1,44019 6.1 55 ◎N E 10 ll.5

15.0 E 15 1,44020 6.1 44 ◎N 1

10 16.0 15.5 NNE15 1.44021 a.7

45 ◎W S 4 15.0 ll.6 W 10 822.522 6.7 45 ◎WNW 5 4 12.5 ll.6 WHW 1

5 1,151.223 6.7 40 ◎W 5 6 12.5

ll.6.W 12 986.825 8.1 59 ◎N E 1 1

0 12.5 15.0 E 15 1,44026 6.7 48 ◎N

1 10 15.0 15.0 NNE15 1.44027 a.7

47 ① W 5 2 14.0 12.0 W 18 1,597.928 i .7 47 ㊨ W 2 1 15.0 12.0 W 15 1,2

55.529 6.7 58 Q) W 2 1 15.0 12.0 W 21

1.726.830 6.1 50 ◎NNE 1 10

15_0 12.5 N E15 1.44031 6.1 4

5 ◎NNE 5 10 14.5 15.0 N E12 1.15232 6.7



第 4表の 2 桁網曳網記録 と観測結果

調査 調 査 水深 天 風 向 雲 量 気 温 表面水 曳綿方向 曳網面積 アカガ
イ/ 1,000m2地 点 月 日 (m.) 気 風 力 (℃) 温(℃) 時間(分

) (m2) 個 体 数 重量(9)41 6 . 6 46 .◎N E 1 9 15.5

12.0 N W 15 1,069.0 0.8 587.442 6.6 47 ① W 1 5 15.0 ll.8 W 15 1,255.5 0.71.a5.

50.45.2 565.8690.41.551.5174.51.567.943 6.6 51 (∩ W 1 2 14.5 ll.5

W 17 1,597.944 6.6 51 I(D W 1 2 1

4.5 ll.8 W 15 1,255.545 6.8 51 G)

N W 1 2 15.5 118 N W 15 1.255.546 6.6 48 0) WSW 1 5 14.7 ll.8 WSW ll

904.547 6.8 52 ･① W 1 1 15.5 11

8 W 7 575.648 6.6 56 G) N W 5 5 15.5

ll.5 N w 15 1,255.549 6.i 52 ① N W

5 15.5 ll.5 N W 15 1.255.55∩ 6.5 51 ① N E.4 4 12.5 12.5 N E,50 2.466

.951 6.6 62 ① N W 2 4 15.5 12.0 N W15 1.255.

552 6.6 52 ① N W 7 15.5 115 N W 15 1.255.553

6.6 55 ◎NNW 8 15.0 ll.7 NNW15 1,255.554 6 . 5 51 の N E 1 5 15.5 12.5 N E.15 1.255.5

0.8 551.455 6.5 48 (D N E.5 5 1

5,5 12.5 N E.15 1.255.5 0.8 584.956 6.5 50 ◎NNW 2 4 16.0 12.5 NNW 15 1,255

.5 0.81.5 585.7721.957 6.5 45 仰 0

5 15.0 12.5 SW ll 904.558 6.6 55 Q) N W 6

14.5 ll.5 N W 15 1,255.559 6.6 54 ① NNW 2 8 15.5 ll_5 NNW 15 1,255..5-

6 (ー 6.5 52 α) N W 1 4 14.5 12.5 N E15

1,255.56 1 占.5 48 ◎N W 1 4 14.4

12.5 N E.15 1.515.76 2 6.5 48 α VNW 2 4 15.0 12.5 NW 15 1.255.5 2.4

1,162.163 6.5 59 ① NNW 1 4 16.0

12.5 NNW15 1,255.56 4 6.5 54 ① E 4 6



第 5表の 1 7カガイ以外の底生生物出現個体数 (個/ 1,000m?)

調査地点種琴 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1(ー ll 12マ ポ ヤ 1.4 0.7 2.1 4.10.72.12.86.2 0.7 0.76.92.117.9 5.51.415.14.1 4.80.70.75.55.5 0.74.1 0.71.46

.24.8 0.72.817.5 28ス ポ ヤト リ ガ イエ ブ イ シ カ グ ガ イエ ゾ ヒ バ リ ガ イエ ブ イ ガ イヒ ト デ 5.50.42.11.4 4.8ll.04.82.124.8 15.929.01.40.7 15.89.7

ら.2 4.821.45:■､525.5ニ ッ ポ ン ヒ ト デク コ ヒ ト デニ チ リ ン ヒ トデ 類ス ナ ヒ ト デ 1.41.45.5 0,70.7ll.0 12.424.2 4.15.5 2.819.5 2.80.7.1

2.4 4.810.4 2.18.5 12.47.6 7.64.8キ ン′ コ 1.42.10.751.1 5.5 2

.1 ~2.88.5 2.8 2.1 1.4 15.8 0.72.85.5 15.8ツ ガ ル ウ ニ 2.80.74.8 5.8

15.81.1 12.44.9ll.7 5..5 8.9 27.6 4.1 124.95.5コモンイモナマコモ ドキ.カメホウズキチ ョウテンミ ネ フ ジ ツ ボカ レ イ 類カ イ メ ソ 類オ カ メ ブ ン ブ クヤ ド カ リ 類エ ポー ヤナ マ コ 類ホ ク テ ガ イカ ニ 類モ ス ソ ガ イウ ミ サ ボ テ ン 類ク モ ヒ ト デ 類多 毛 類イ ト マ キ ヒ ト デマ ユ ガ イア カ サ ラ ガ イツ ダ エ ガ イベ ン ケ イ ガ イ

オ ウ ウ ヨ ウ テ
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第 5表の 2 7カガイ以外の底生生物出現個体数 (個/ 1,… 0㌦ )

調査地点種 類 13 14 15 16 17 18 19 20 2 1

22 23 2 5マ ポー ヤ_ス ポ ヤト リ ガ イエ ブ イ シ カ ダ ガ イエ ゾ ヒ バ リ ガ イエ ゾ イ ガ イヒ ト デ 2.115.80.71.425.5 6.21_015.8ll.4 1.46.2 0.7ll.00.76.9 5.15.80.8 4.80.71.415.1 5.51.4ll.0 1.44.10.721.42.8 1.21.212.14.9 0.96.10.9 1.0

55.4 58.05.52.821.4ニ ッ ポ ン ヒ ト デク コ ヒ ト デニ チ リ ン ヒ トデ 類ス ナ ヒ ト デ 5.1ll.4 5.57.86.96.2 ll.78.5 2.54.6 2.11.4

8.5 0.918.2 5.52.810.4キ ン′ コ 8.5 ll_4

6.2 0.8 2.1 0.7 0.9 2.01.0 5.5ツ ガ ル ウコモンイモナマコモ ドキカメホウズキチ ョウチンミ ネ フ ジ ツ ボカ レ イ 類カ イ ゲ ン 類オ カ メ ブ ン ブ クヤ ド カ リ 類エ ポ ヤナ マ コ 類ホ ク テ ガ イカ 類モ ス ソ ガ イウ ミ サ ボ テ ン 類ク モ ヒ ト デ 類多 毛 類イ ト マ キ ヒ ト デマ - ガ イア カ ザ ラ ガ イツ ダ エ ガ イベ ン ケ イ ガ イオ ウ ウ ヨ ウ ラ クヒ ザ ラ ガ イ 類 2,780.02.80.7 .6.21.0 4.10.7

1.5



第 5表の3 7カガイ以外の底生生物出現個体数 (価/ 1,nn nが )

26 2 7 28 29 3 () 31 3 2 33 3 4 36 37 38

39 4∩ 41 420.71.4 25.00.72.122.9 6.5ll.5 2.94.1 1.449.724.82.8 1.71.74.4 0.81.81.657.614.60.8 2.457.88.18.9 15.45,71.a1950_8 1.47.60.71.412.48.5 0,75.0 99.70.84.946.24.11.62.4 2.9ll.00.a51.5 15.0 21.50.9

14.00.91.9 0.80.89.20.84.84.85.50.7 1,6 0.754.729.715.915.824.80.70.70.7 1.717.41.7 2.44_90.8 ll.50.8 6.2ll.0

1.47.2 0.60.8 2.10.7 5.75.71.90.6 ll,

5 55.7 4.5 18.8 4.6 20.00.70.7 19.6 14.04.55.7 1.2579.10.60.6 15.90.81.614.60.8082.40.81.65.7 12.22.4 10.48.55.5 5?.717.07.50_5270.81.85.2

14.6



第 5表の 4 7カガイ以外の底生生物出現個体数 (個/1,000m?)

調査地点種類 43 44 45 46 47 48 49 50 51

52 53 54マ ポ■ ヤス ポー ヤト リ ガ イエ ブ イ シ カ グ ガ イエ ゾ ヒ バ リ ガ イエ ブ イ ガ イヒ ト デニ ッ ポ ン ヒ ト デク コ ヒ ト デニ チ リ ン ヒ トデ類ス- ナ ヒ ト デ辛 :/ コツ ガ ル ウコモンイモナマコモ ドキカメホクズキチ ョウチンミ ネ フ ジ ツ ボカ レ イ 類カ イ メ ソ 類オ カ メ ブ ン ブ クヤ ド カ リ 類エ ポ ヤナ マ コ 類ホ ク テ ガ イカ ニ 類モ ス ソ ガ イウ ミ サ ボ テ ン 類ク モ ヒ ト デ 類多 毛 類イ ト マ キ ヒ ト デマ ユ ガ イア カ ザ ラ ガ イツ タ エ ガ イベ ン ケ イ ガ イオ ウ ウ ヨ ウ ラ クヒ ザ ラ ガ イ 類 2.11.48.40.70.72.90.7 8.11.6･1.60.824.51.6 0.88.91.64.92.442.22.40.80.87.51.6 1.12.21.11.1 5.25.58.71.71.729.919..1 2.41.61.64.94.122.7 0.80.80.80.82.41.60.858.9 1.65.50.81.20.80.80.4 5.21.62.40.810.50.8 1.818.65.72.40.80.81.60.8 0.817.06.51.62.45.20.80

.812.



第 5表の5 7カガイ以外の底生生物出現個体数 (価/ 1.000m2)

55 56 57 58 59 ､60 6 1 62 63 64 6 5 66

67 6 8 69 702.A0.80.8 2.40.89.72.418.60.80.81.65.70.8 ll.15.58.8ー19.95.52.21.14.4 6.55.70.80_81.60.814.8 9.75.20.812.928.4 0.82.4 1.57.69.90.80.80.80.8 5.75.24.0ll.52.44.94.01.60.8,1.60.8 1.80.85.24.07.51.60.80.80.82.40.80.8 2.4 2.44.9 0.89.74.09.72.40.80.8 1.62.41.64.00.84.8 56.54.948.68.98.121.1285.71.60.817.01.61ム21.4 0.80.875.74.00.829.2ム4820.814.

60.8




